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令和２年 第６回 仙北市議会定例会 議案質疑 通告要旨 

 

 

議案第９８号 仙北市地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 23条の規定に基づ

く職務権限の特例に関する条例制定について 

５番  髙 橋   豪  議員 

１ 観光文化スポーツ部を新設する目的や意義について伺う。 

また、これにより、当該部門がどのような役割を果たし、具体的にどのような活

動に取り組んで行くのかを問う。 

２ 文化財保護に関する事項はこれまで教育委員会で行われていたが、今後も連携が

必要と思われる。どのように連携していくのか、 

また、業務内容はどのようになるのかについて伺う。 

３ スポーツ分野に関しては、スポーツ少年団や部活動など子供の学校活動と密接に

関連するものも多く、また、総合型地域スポーツクラブなどを始め、地域住民の生

涯スポーツに対する取り組みなど多種多様であり、教育分野としての裾野も広い。

こうした部分については、今後どのように変わるのかについて確認したい。 

 

６番  熊 谷 一 夫  議員 

１ 新設される観光文化スポーツ部に旧国際交流推進室が廃止された理由について 

（１）他市町村から、いいネーミングの国際交流担当部署といわれ、台湾、タイなどと

グローバル化推進の役割を担ってきた経緯もある。国際化の人材育成の為にも名前

を残していく事はできないか？ 

今後は、どの部署が国際交流を推進していくのか。 

（２）文化財課を教育委員会から切り離して、文化創造課と文化財保護室とした理由と

役割分担について。 

（３）伝建群条例や教育委員会所管の市民体育館、武道館、野球場等の建物に関する条

例のほとんどを「教育委員会」を「市長」に改める。とした今回の権限移譲の条例

改正の意図は何か？ 

教育権限が市長に偏重しすぎるのではないか。 
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議案第１０１号 令和２年度仙北市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

１６番  高 久 昭 二  議員 

神代診療施設勘定補正額 85万円の内訳、及び医師の体制、外来患者数の推移等につ

いて 

 

 

議案第１０２号 令和２年度仙北市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

１６番  高 久 昭 二  議員 

補正額 318万２千円について、老健にしき園の新型コロナウイルス感染リスク感染防

止の具体的内容、並びに物品費、経営の内訳、国から介護職員 52名への補助等につい

て 

 

 

議案第１０５号 令和２年度仙北市病院事業会計補正予算（第１号） 

１６番  高 久 昭 二  議員 

補正額、市立角館総合病院、市立田沢湖病院の内訳区分、使途、並びに外来、入院患

者数の推移、主な要因、医師、看護師体制、並びに今後の対策等について 

 

 

議案第１１１号 令和元年度仙北市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

１６番  高 久 昭 二  議員 

１ 国保被世帯の短期保険証、資格証明証発行の推移、及び問題点について、 

２ 滞納者に対する差し押さえ、制裁等について、 

３ 国保基金、黒字分の一部活用を図り国保税引き下げについて 

 

６番  熊 谷 一 夫  議員 

１ 意見書の P44の歳入状況を見ると収入率は 80.35%（前年比+4.28%）、収入済額

3,100,846,424円で、不納欠損額 18,255,697円(-3,397,318円)、収入未済額

108,740,690円(-50,548,330円)となり、収納推進の大きな成果である。 

しかし、一般会計からの繰入金は、255,579,812円(昨年比+3,256,774円)と多くな

っている。この要因と今後の収納見通し、数値について伺う。 
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２ コンビニ収納、クレジット決済の件数、金額状況とコロナ禍のキャッシュレス対

策等について伺う。 

 

 

議案第１１３号 令和元年度仙北市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

１６番  高 久 昭 二  議員 

１ 介護保険料徴収状況、並びに減免条件(申請)審査結果について 

２ 施設介護、自宅介護支援(訪問介護)、デイサービスの利用状況、改善等につい 

 て 

 

 

議案第１１７号 令和元年度仙北市病院事業会計決算認定について 

３番  高 橋 輝 彦  議員 

令和元年度の決算においては、田沢湖病院は、2,302万 4千円の黒字で、角館病院は、

1億 8,614万５千円の赤字決算となっている。 

仙北市の病院事業については、全国自治体病院協議会が今年の３月にまとめた「経営

診断報告書」でも指摘されているとおり、両病院共、入院患者数の減少等に伴い収益が

減少している一方で、費用面では人件費の割合が高く、医業収支が不均衡の状態にあり、

それを一般会計からの繰入金で補って何とか経営できている状況にあるとのことであ

る。 

令和元年度は、両病院に一般会計から 12億 5,592万３千円を繰出ししての決算状況

であり、今後は、コロナ禍による患者数減少等により、さらなる経営悪化が想定される

ことから今後の対策について伺う。 

１ 全国自治体病院協議会からの「経営診断報告書」を受けて、これまでにない大胆な

経営改善策があれば伺いたい。 

２ ２月定例会での一般会計からの繰入金を増額する際に、今後、不採算地区の中核的

な公立病院に対する特別交付税措置が検討されており、角館病院が該当する可能性が

あるとの説明があったが現在の状況を伺う。 

３ コロナ禍による病院経営の悪化に対する国の支援施策はないものか伺う。 

 


